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1　一次試験の傾向と対策

1．1　一次試験とは

（1）一次試験の位置づけ

①技術士試験制度の概要と一次試験の位置づけ

技術士試験は、一次試験と二次試験からなります。

一次試験は技術士になるための前提条件である「修習技術者」になるための

試験であり、二次試験は技術士になるための本番試験です。

一次試験受験資格の制限は特にありません。年齢・学歴・経験年数など関係

なく、学生・外国人、誰でも受験できます。そして試験に合格すると修習技術

者になり、以下のいずれかの課程を経て、第二次試験が受験できるようになり

ます。そして筆記試験と口頭試験からなる二次試験をクリアすると晴れて技術

士となります。

　（課程①）技術士補登録→指導技術士の下で実務経験4年

　（課程②）優れた監督者の指導下で実務修習プログラム4年

　（課程③）実務経験7年

図1.1　技術士へのステップ
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②JABEE認定制度とは

JABEE認定とは、技術者資格の国際化のため「ワシントンアコード認定大学

卒業生と同等の学業レベル」を保証するための制度で、大学など高等教育機関

で実施されている技術者教育プログラムが社会の要求水準を満たしているかど

うかを外部機関（日本技術者教育認定機構：JABEE）が評価し、要求水準を満

たしている教育プログラムを認定する専門認定制度です。
※JABEEのホームページはhttp://www.jabee.org/

プログラム（教育課程）単位で認定されますから、大学等あるいは学部等単

位ではなく、学科あるいはさらに細かいコース単位で認定されます。

そしてこの JABEE 認定を受けた教育課程を修了し、修了認定が受けられる

と（大部分の大学等では卒業することと同義）、卒業翌年に文部科学大臣から

一次試験免除が認められ、修習技術者となります。

ちなみに平成19年度一次試験では、292 プログラムの修了者が免除となっ

ています。 さらに 2006（平成 18）年度 JABEE 認定プログラムは 65 プログラ

ムで、これらは本書を執筆している平成20年5月時点ではまだ認定されてい

ませんが、平成20年度一次試験免除対象となることは確実です。

したがって、 平成 20 年度の一次試験免除対象プログラムは 357 プログラ

ムになるはずで、プログラムあたりの卒業生が平均35人程度であれば、毎年

12,000人以上が一次試験免除ということになります。

このようにJABEE認定による一次試験免除者は増え続けています。
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図1.2　JABEE認定プログラム数の推移

平成 19 年度は一次試験合格者が約 15 , 000 人、JABEE 認定免除者が少なく

とも10,000人であり、JABEE認定プログラムが増え続けていることを考える

と、両者が逆転するのもそう遠くないと思われます。
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このように、「所定の経験年数を経た後に二次試験を受ける資格」を、JABEE

修了者は自動的に手にし、そうでない者は JABEE 修了者が履修したと同様の

内容に関する試験を受けて合格すれば手にすることができます。

これは、「大学を受験する資格」を、高校卒業生（高校教育課程修了者）は自

動的に手にし、そうでない者は大検を受けて合格すれば手にすることができる

というシステムと同じです。

また、JABEE履修者が4年あるいは3年をかけて少しずつ単位を取得してい

くのに対して、一次試験受験生はそれを一時に取ろうというようなものですか

ら、負担は当然大きくなります。もし全ての高校卒業生が大検を受検したとし

たら、合格率はそれほど高くはないでしょう。それと同じように、一次試験に

合格するのは JABEE 履修に比べてずっと大変なことだといえるでしょう。だ

からこそがんばってほしいと思うのです。

③技術士補とは

修習技術者は、技術士補として登録することができます。技術士補とは、技

術士補の名称を用いて技術士を補佐することができる国家資格です。昭和末

期、大学卒業後7年の実務経験を経なければ技術士試験（当時は今の二次試験

のみ）が受けられなかったのを、技術士補として4年の実務経験を経れば二次

試験が受けられるように技術士法を改定して、実務バリバリの若手技術士を増

やそうとしたのでしょう。

今は、技術士補に登録しなくても一次試験合格＋実務経験4年で受験できる

ので、技術士補登録の実務的メリットはそれほどありません。会社によっては

資格手当てが支給されること、技術士会あるいはその関連団体に入会して人脈

を広げられることなどでしょうか。

以前、私が仕事でご一緒した同業他社の技術者と名刺交換したところ、名刺

に「技術士補」と書いてありました。仕事の合間の四方山話の中で、「技術士補

でいらっしゃいますが、技術士のほうは？」という話になり、それが縁でアド

バイスさせていただいたことがありました。名刺に技術士補と書くということ

は、「私は技術士を目指しています」ということを宣言しているようなものだ

といえましょう。少なくとも1つ、名刺に技術士補と書くという情報発信をす

れば、何か縁があるかもしれません。
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2　基礎科目対策

この章では、基礎科目の「よく出る問題」9種類に絞って、次のような構成

で解説します。

①基礎知識

まずは知識です。身近な例などを用いて、基礎的な知識を身につけていただ

きます。

②過去問題

過去にどのような問題が出たかを紹介するとともに、身につけていただいた

基礎知識を「使ってみて」解くことで理解を深めていただきます。

③練習問題

「基礎知識」の項を読み、過去問題解説を通して身につけた知識・解法を用

いていろいろな問題を解くことで応用力を身につけることを狙っています。

これだけをしっかりと、丸暗記でなく理解していただければ、基礎科目は合

格点が確実に取れるようになると思います。

さらに、頻出9種類だけでなく、これまでの出題実績や頻出分野の中で手付

かずになっているなどの理由で、「これも勉強しておいたほうがいい」と考え

られるものについても、最後に解説しています。近年の技術士試験は、出題予

想がしにくいように、意識して変化をつけているように感じますので、こちら

のほうから出題される可能性も低くないものと思います。9種類についてマス

ターし、まだ時間的余裕がある人は、ぜひこちらにも取り組んでください。

さあ、それでは進めていきましょう。




